
指 標

Process

・ 薬事委員会の機能を表す指標。薬害根絶、患者の安全を守る視点から、危ない薬、不必要な薬を見抜き、適切に選択して安
全に使用する。
・ 病院機能評価機構の評価項目。

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子

A）採用薬品数
B）新規採用数（A、B とも成分、剤形、用量別、GE 含む）
C）ジェネリック薬品数
D）特定薬効群採用数（降圧剤、血糖降下剤、ベンゾジアゼピン系、抗 ア
レルギー剤の合計）
E）特特定薬効群採用数（降圧剤）
F）定薬効群採用数（血糖降下剤）
G）特定薬効群採用数（ベンゾジアゼピン系）
H）特定薬効群採用数（抗アレルギー剤）

B）新規採用数は、６月末時点で測定すると６月の新規採用数のみとなる
ので、過去１年間の合計とする。2016年7月～2017年6月の期間の新
規採用薬を数える。
D)～H）特定薬効群流通採用リスト（「Ｑ＆Ａ集」最終ページ）をもとに自院
での採用数を数える。
「特定薬効群採用数」
病院の医薬品リストで該当する「降圧剤」「血糖降下剤」「抗アレルギー」
「ベンゾジアゼピン」について、薬効コード９ケタの採用薬を測定する。
９ケタコードでは、先発・ジェネリックが複数医薬品マスターにあっても1件
としてカウントする。４領域について特定薬効群の数をカウントすることで
個々の領域の医療活動を測定する指標とする。

分母

A）病床数（グラフ表示のみ）
B、C）採用薬品数
D）特定薬効群流通製品数（降圧剤、血糖降下剤、ベンゾジアゼピン系、
抗アレルギー剤の合計）
E）特定薬効群流通製品数（降圧剤）
F）特定薬効群流通製品数（血糖降下剤）
G）特定薬効群流通製品数（ベンゾジアゼピン系）
H）特定薬効群流通製品数（抗アレルギー剤）

特定薬効群は、降圧剤、血糖降下剤、ベンゾジアゼピン、抗アレルギー剤
それぞれの流通製品数を分母とする。対象薬品も薬効コードと薬品名で
明示する。
A）～ H）は、共通分母となり入力は必要なし。
特定薬効群流通製品数（銘柄・一般名）
降圧剤： 277 銘柄 100 一般名
血糖降下剤： 128 銘柄 46 一般名
ベンゾジアゼピン系： 99 銘柄 38 一般名
抗アレルギー剤： 112 銘柄 38 一般名
合計： 616 銘柄 222 一般名

収集

期間
年 1 回 （6 月 ）

調整

方法

採用薬品管理 Ａ）採用薬品数、Ｂ）新規採用数、Ｃ）ジェネリック薬品比率、Ｄ）特定薬効群採用数、
E）降圧剤、F）血糖降下剤、G）ベンゾジアゼピン、H）抗アレルギー剤3

指標の意義

指標の計算式、分母・ 分子の解釈

考察
A）採用薬品数 最小値490 25％値854  中央値1128  75％値1555  最大値2576  回答病院 5５（前年61病院）
B）新規採用数 最小値0  25％値17.25  中央値29.5  75％値46.75  最大値88  回答病院54 （前年60病院）
B）/A） 最小値0  25％値1.53  中央値2.67  75％値3.97  最大値7.52  

C）ジェネリック薬品数 最小値138 25％値213  中央値271  75％値360  最大値532  回答病院 53 （前年57病院）
C）/A） 最小値11.24  25％値22.07  中央値23.97  75％値29.3  最大値39.18 

D）特定薬効群採用数（合計） ） 最小値29  25％値90.25  中央値114.50  75％値148.75  最大値233 回答病院 50 （前年52
病院）
E)（降 圧 剤） 最小値11 25％値32.5 中央値42.5 75％値57.5 最大値88  回答病院 50 （前年38病院）
F)（血糖降下剤） 最小値9  25％値20.75  中央値27.5  75％値37  最大値55 回答病院 50 （前年38院）
G）（ベンゾジアゼピン系） 最小値6  25％値16.25  中央値23  75％値30  最大値49 回答病院 50 （前年38病院）
H）（抗アレルギー剤） 最小値2  25％値14  中央値19.5  75％値27  最大値45 回答病院 50 （前年38病院）

ＰＭＤＡ医薬品の安全性情報の入手・伝達・活用状況に関する調査（２０１３年）の報告では、４５５６病院「299品目以下6.8％300
～499品目以下21.9％500～999品目以下39.6％1000品目以上11％」となっています。９９床以下１３５９病院では、「299品目以
下14.5％300～499品目以下20.5％500～999品目以下42.6％1000品目以上22.3％」１００～１９９床１３９１病院では、「299品
目以下5.9％300～499品目以下22.9％500～999品目以下48.6％1000品目以上22.6％」２００～２９９床６６２病院では、「299
品目以下2.0％300～499品目以下20.7％500～999品目以下42.7％1000品目以上34.6％」３００～３９９床４６９病院では、
「299品目以下1.5％300～499品目以下8.5％500～999品目以下28.8％1000品目以上61.2％」となっています。採用薬品数は
民医連病院のほうが多くなっています。
2016年との比較では、A）採用薬品数は25%値で減少しています。B）新規採用数は25%値・中央値・75%すべてで減少しており新
規採用の抑制傾向が見受けられます。C）ジェネリック薬品数は25%値で前年から増加しています。D ） 特定薬効群採用数4薬効
群合計Ｅ ） 降圧剤 H ) 抗アレルギー剤は微減となっています。 G ） ベ ンゾジアゼ ピン系 Ｆ ）血糖降下剤はほとん
ど変化はあ り ません 。

改善・運用事例など

・薬事委員会で継続して報告し周知している。
・ジェネリック割合から先発薬からジェネリック薬への検討に活用している。
・採用薬数を知る一定の指標とし、薬事委員会で使用している。
・施設規模に応じた採用数の目安にはなるのかと思う。またジェネリック比率は診療報酬改定を見越して、かなり高い水準で切り替えを
すすめており、目標設定を考えやすい
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